
住友ｺﾞﾑ工業㈱加古川工場

環境保全対策実施報告書

令和４年度(令和４年４月～令和５年３月)に実施しました環境保全対策及び

令和５年度(令和５年４月～令和６年３月)の環境保全活動計画は次の通りです。

１．環境保全対策実施状況（令和４年度）

(1)大気汚染に係る対策

推進の内容 実施の成果

①ｶﾞｽﾎﾞｲﾗｰの最適運転により大気汚染防止

に取組む

ｱ：ﾎﾞｲﾗｰの定期整備

ｲ：排ｶﾞｽの定期測定

ｳ：ｵﾝﾗｲﾝ 24 時間監視ｼｽﾃﾑ

ｴ：ﾒﾝﾃﾅﾝｽ契約(ﾒｰｶｰ点検・整備等)

・ﾎﾞｲﾗｰﾒｰｶｰとの 24 時間監視ｼｽﾃﾑによる運転

管理と定期的なﾒｰｶｰ定期整備によりﾎﾞｲﾗｰの

適正な運転を継続することが出来ました。

②省ｴﾈ改善活動の推進

ｱ：省ｴﾈ委員会の活動

ｲ：蒸気、ｴｱ、熱の漏れ箇所調査及び修理

ｳ：生産性向上活動

ｴ：工場内照明のLED化推進

ｵ：空調機更新(7台)および既設空調機(18

台)へ添加剤を注入し電力削減

ｶ：省ｴﾈﾀｲﾌﾟ変圧器(ﾄﾗﾝｽ)導入

ｷ：蒸気ﾄﾗｯﾌﾟﾒｰｶｰによる漏れ診断

ｸ：暑熱対策用空調機に人感ｾﾝｻｰを設置し

電力と CO2 削減する空調ｼｽﾃﾑの導入

・令和 4 年度は、継続するコロナ禍等の影響

もあり、当工場で生産する一部の商材では

対前年で減産となりましたが、その他、主

力製品を含む商材では増産（増量）した為、

ﾄｰﾀﾙとして減産分をｶﾊﾞｰする形になりまし

た。その結果、進めてきた省ｴﾈﾙｷﾞｰ活動も

加えてｴﾈﾙｷﾞｰの使用効率向上効果を得るこ

とになり、ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位は対前年比で

2.53％の良化となりました。

令和 5 年度も継続して省ｴﾈ活動を行いま

す。現時点において、減産による影響によ

り 3 月末時点でｴﾈﾙｷﾞｰ原単位は対前年比で

約 3％程度悪化しています。これを挽回す

べく省ｴﾈﾙｷﾞｰ活動の継続と更なる活性化に

努めます。

＊ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位：単位生産量当りのｴﾈﾙｷﾞｰ

使用量

ｴ：蛍光灯 590 灯を LED へ更新しました。

ｵ：空調機 7台を省ｴﾈﾀｲﾌﾟへ更新および

既設空調機 18 台のｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰに添加剤を

注入し、ﾌﾘｸｼｮﾝ低減による電力削減を図

りました。

ｶ：既設変圧器 2台を省ｴﾈﾀｲﾌ （゚ｱﾓﾙﾌｧｽ磁石

内蔵）へ更新しました。

★



ｸ：冷風吹き出し口付近に人感ｾﾝｻｰを設置、

作業者がいるときだけ冷風を出す空調ｼ

ｽﾃﾑを導入することで電力の削減を行い

ました。

(2)騒音・振動に係る対策

推進の内容 実施の成果

①騒音発生源対策及び保安員による工場

周辺ﾊﾟﾄﾛｰﾙの継続

②騒音削減対策

ｱ：RO 装置ﾎﾟﾝﾌﾟに防音ｶﾊﾞｰを設置

ｲ：RO装置配管に吸音材を設置

・工場敷地境界における騒音は、規制値内に

あります。

(騒音測定地点は、添付資料参照下さい)

ｱ：RO 装置ポンプ 2 箇所に防音ｶﾊﾞｰを設置

し、騒音拡散低減を図りました。

ｲ：配管内からの流水による音を軽減すべ

く吸音材設置による改善を図りました。

防音ｶﾊﾞｰ

吸音材

人感ｾﾝｻｰ

空調 冷風吹き出し口



(3)悪臭に係る対策

推進の内容 実施の成果

①定期測定時にﾊﾟﾄﾛｰﾙを実施し、日常の管理

を強化。又、発生源対策として、溶剤系材

料の使用量削減に取組む。

・工場敷地境界における悪臭等は、規制値内

にあります。

(4)産業廃棄物に係る対策

推進の内容 実施の成果

①廃棄物の分別およびﾘｻｲｸﾙの推進 ・廃棄物の徹底した分別と製品の仕損を

削減し、ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝを継続しています。
②化学物質(PCB)対策 ・令和 4年 3月に事業所内にて新たな高濃度

PCB(蛍光灯安定器 2 ｹ)を見つけ、東播磨

県民局に報告しました。

発見したものは容器に入れて保管した上

で、令和 5年 1月に JESCO 指定業者への引

き渡しを完了しました。

(5)緑化に係る対策

①工場敷地内の緑化の維持管理 ・絶滅危惧種(ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ)の育成管理と加古

川河川敷への移植活動を行い、緑化環境

の維持向上に努めました。

②近隣諸学校への株分け ・近隣小学校への株分け(ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ)を通し

環境保全活動の大切さについて啓蒙活

動を行いました。

(6)地域連絡会

推進の内容 実施の成果

①加古川工業団地連絡協議会 ・新型コロナ予防対策の情報交換

(7)その他

推進の内容 実施の成果

① ISO14001 の維持 ・10 月維持審査完了。

継続的に環境改善に取組んで参ります。

② 内部監査 ・令和 4年度(22 年)内部監査実施。

・令和 5年 2月 内部監査員研修 7名受講



２．協定値と実績値の比較

(1)大気関係                （実績値：最大値または年間総排出量）

項        目 協 定 値 実 績 値

窒素酸化物排出量

（Nm3/時) 0.7 0.3

（ｔ/年） 8.6 2.9

３．環境保全活動

(1)令和５年度基本方針

項目 内容

基本方針 住友ゴムグループの「将来のあるべき姿」として、【持続可能な社会の

実現に貢献出来る企業】を目指し、2050 年迄に製造拠点のカーボン

ニュートラルを目指します（SCOPE 1，2）
～住友ｺﾞﾑ工業株式会社ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ事業本部環境方針抜粋～

組織体制 ・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ事業本部長

                   ・加古川工場長
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(2)令和５年度環境保全活動計画

環境保全活動 目標 目標達成の為の計画、方策

化学物質対策

・化学物質の管理と

それによる使用量

削減

①化学物質の管理による使用量

削減を行います。

②新規化学物質登録制度により、

使用開始前にﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄを実施

します。

ｴﾈﾙｷﾞｰ対策

(地球温暖化防止対策)

・法令及び協定の順守

・ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位対前年

1％削減

①製造工程の生産性を向上させるこ

とにより、電力・蒸気原単位の

改善に努めます。

②工場設備で発生する蒸気ﾄﾞﾚﾝを

回収し有効利用する等、省ｴﾈを

さらに進めます。

③保温強化及びﾊﾞﾙﾌﾞ・ﾄﾗｯﾌﾟ・配管

等の漏れ点検を強化し、迅速に

修理を行います。

④老朽化した空調機 7台を高効率ﾀｲ

ﾌﾟに更新、また既設空調機 27台の

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰへ添加剤を注入し消費

電力削減を図る計画です。

廃棄物対策

・法令の順守

・廃棄物発生率

(有価除く)

対前年 2％削減

①製品の仕損を減少させて廃棄物

発生量の削減に努め、引続きｾﾞﾛ

ｴﾐｯｼｮﾝを継続します。

不法投棄に係る対策 ・法令の順守
①産廃業者への監査実施

②産廃ﾏﾆﾌｪｽﾄの運用

緑化に係る対策

・緑地の維持管理

・近隣企業・地域との

連携

①どんぐりﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの推進。

②生物多様性保全活動拡大として「ﾌ

ｼﾞﾊﾞｶﾏ」「ﾅｶﾞﾎﾞﾃﾝﾂｷ」「ﾅｶﾞﾎﾞﾉﾜﾚﾓ

ｺｳ」等の絶滅危惧種となっている

植物育成を継続実施します。

③加古川小学校様へのﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ育成

ﾌｫﾛｰ

悪臭対策 ・法令及び協定の順守

①環境測定時のﾃﾞｰﾀを基に日常管理

強化に努めます。また、発生源

対策として、溶剤の使用量削減と

水系化の転換を進めます。

土壌汚染対策 ・法令及び協定の順守
①当該区域の定期測定を行い、ﾓﾆﾀ

ﾘﾝｸﾞを継続します。

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ
・環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの

運用と推進

①ISO14001 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの運用

により、環境面での継続的改善を

図っていきます。



地域社会への参画 ・地域児童への支援

① NPO 法人 One Heart のｻﾎﾟｰﾄ

（子ども食堂・FOODDRIVE 活動

協力・児童書の寄付協力）

周辺環境に影響を与え

るおそれのある事故等

発生時の地元への広報等

・事故等の事態に係る

情報を広く市民に

周知する。

①関係官庁へ迅速な報告を実施

すると共に、加古川市のﾎｰﾑ

ﾍﾟｰｼﾞ、防災ﾒｰﾙ、ﾂｲｯﾀｰ等を通じ

広く情報発信を行います。

添付資料： 工場配置図及び騒音測定場所
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